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SI への視床からの直接投射に関する形態学的報告は多くなされているが， sn に投射する視床細胞
の分布に関する報告は少ない。即ち，視床の体性感覚中継核である腹側基底核群 (VB) からの s 1 投
射については，既にかなり詳細に報告されているが， s n投射に関しては解明されているとは言えず，
また，後核群 (PO) からの s 1 及びsn 投射については未だ意見の一致が見られない。本研究では，
s 1 及びsn の細胞構築学的相違並びに HRP 法により， s 1 . s n 投射の視床細胞の分布様態の解
明を 2式みた。
実験には，体重280-360gの雄性成熟S-D系ラットを用いた。対側の下顎切歯歯髄 (TP) ，洞毛を
支配する神経(洞毛神経) (V) ，正中神経 (MN) 及び坐骨神経 (SN) の最大上刺激による SI及び
S nの皮質誘発電位で高振巾を示す部位を求め，これらの部位と皮質血管の分布との関係を手術用実
体顕微鏡で求めた。
Tris-HCI buffer (pH 8.5) で希釈した20%HRP を封入した尖端径50一70μmのガラス管を誘発電
位で高振巾を示す部位に刺入し， 2μA ， 500msec , 0.5Hz矩形波の 1-3 分通電でHRP を町層を中
心に刺入した。 43-48時間後，アルデヒド混合液で潅流固定し，脳を摘出し， Sucrose液に入れ， 24 
時間冷蔵庫に保存した後， 60μmの前頭断凍結連続切片を作製し， Benzidine 反応を施し， 視床での
HRP標識細胞と皮質の細胞構築及びHRP注入部位を検索した。
TP ， V ， MN及びSN の電気刺激による皮質誘発電位で高振巾を示す S 1 における部位は，皮質上外
側面の吻尾的にはほぼ中央を占め， p期尚溝から約3. Omm背方で，大脳縦裂から約 2-3mm外方の部位
にあり，内尾側から外吻方に SN ， MN , TP 野が順に位置し， V野は MN野とTP野の聞の尾側よりに.
認められた。 sn は S 1 に比ペ狭く，嘆脳溝を越えて上行する中大脳動脈主幹から尾方約 O.8-4. 8mm 
qδ っ“
の間で，嘆脳溝から背方約1.2-2. 6mmの間にあり，吻側から尾方にTP ， MN, SN野が位置していた。
V 野は事雀認しえなかった。
s 1 , s n は共に，細胞構築学的には I 一日の 6 層形成を示すが，頼粒型皮質の s 1 に対し， s n 
は頼粒型皮質の特長を著明に示さず， N層の頼粒細胞は s 1 より少数で，配列はかなり疎で密集せず，
s 1 に比べ明るい層をなし，細胞の大きさも s 1 のそれに比べてやや大きい。 V層では， s 1 にみら
れるような細胞の比較的少ない，明るいVa層は sn では明瞭でなく， sn の錐体細胞は s 1 に比べ，
小型が多く，数も少ない。
s 1 のTP ， V, MN及びSN野の HRP 注入による標識細胞はVB の吻側%から吻側の視床で見られ，
これより尾方では認められず， VB に最も多く，ついで外腹側核 (VL) に，少数が内腹側核 (VM) ，
髄板内核群 (IL) 及びPO の内側部 (POm) に見られた。 VBでの標識細胞は， 背腹及び吻尾方向に
広がる層状形態を示したが， TP の細胞はむしろ塊状形態をなし，また， VB の腹内側から背外方に，
TP, v, MN, SN の標識細胞が順に配列していた。標識細胞は吻側から， SN. MN，ついでV が出
現し， TP は更に尾方から出現した。標識細胞は尾方にゆくほど減少し，ほぼ同一のレベルで消失し
た o VL での各野の標識細胞は VB と類似した配列を示したが， VM , IL, POmでは散在していた。
sn各野の標識細胞は VB の吻側%から尾方の視床で見られたが吻側よりではほとんど見られな
かった。各野の標識細胞は .VB に最も多く，その出現は吻側から TP，ついで MN ， SN の順であり，
これら細胞は背腹及び吻尾方向に層状形態を示し，腹内側から背外方にTP ， MN ， SNの順の配列を示
したが， VBの尾側%ではMN と SN の間で標識細胞の混在が見られた。 PO の標識細胞はVBに比べ
て少ないが， SN の細胞はかなり多く見られ，その他の標識細胞は少ない。特に， POの外側部 (POI)
では SN野への起始細胞がTP ， MN よりも極めて多く見られた。 POmでは，腹内側から背外方へTP ，
MN, SNの配列傾向が見られたが， POI では混在していた。その他， IL, VL , VM，後外側核 (LP)
にもごく少数の標識細胞が観察されたが，いづれも散在していた。
以上の様に， s 1 及びsnへの視床起始細胞の局在分布に相違が見られた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，ラットの末梢各部の電気刺激による大脳皮質誘発電位法及び細胞構築学的所見より，末
梢各部に対応する大脳皮質の第一次体性感覚野 (s 1) 及び第二次体性感覚野 (s n) を同定し，そ
れらの視床起始細胞の分布様態について検索したものである。
この研究の結果，視床起始細胞は腹側基底核群に最も多く見られ，ついで外腹側核，後核群，髄板
内核群等に確認された。さらに，これら視床起始細胞の分布については HRP を注入した s 1 及び S
E の皮質各部位によって相違があることが明らかになった。また，これまで不明な点が多かった sn 
ヘ投射する視床起始細胞の分布についても詳細に解明された。
以上のように，高畠培夫君の論文は s 1 及びsn に投射線維を送る視床皮質投射細胞の局在に新し
い知見を加えた優れた業績であり，歯学博士の学位請求に充分値するものと認める。
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